
内海・沼隈
まるごと体験！！

瀬戸内海・広島県・福山市

福山まるごと体験推進協議会（構成 福山市，沼隈内海商工会ほか）

〒722-2632 広島県福山市内海町ロ２４０７

TEL：084-986-3561 FAX：084-986-3291 MAIL：utsumi2240@sky-net.or.jp
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◎ 内海・沼隈まるごと体験！！

内海・沼隈町の紹介

福山市南部の沼隈半島に浮かぶ，田島・横島の２つの島から
なる内海町と，豊かな自然に囲まれながら，造船業等の産業も
盛んな沼隈町があります。

自然豊かな土地で育まれた穏やかで温かい人々との交流や，
漁業・農業体験等の「ほんものの体験」を通して，生涯忘れられ
ない経験ができると確信しています。

地域の人々は本当の家族を迎えるような気持で皆さんのお越
しを心待ちにしています。ぜひ一度お越しください。

【受入体制】※2024年12月末現在
受入家庭数：約48軒
（内訳：内海約20軒，沼隈町及び周辺町約28軒（鞆，熊野，
藤江,金江,瀬戸,松永）
受入可能人数：120人

【内海町へのアクセス】

福山西
IC

福山東
IC

内海町
30分

60分

30分
20分 福山駅

バス利用

【福山市へのアクセス】

広島 福山 新大阪 名古屋
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50分 150分

福山西
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福山東
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230km

新幹線（のぞみ号）

高速道路

【受入実績】（H28年度から受入開始）
H28年度：800名（10校） H29年度：719名（4校1団体）
H30年度：1,207名（13校2団体）R1年度：2,271名（18校4団体）
R2年度：279名（7校）  R3年度：1,051名（11校）
R4年度：2,035名（20校）  R5年度：1,756名（25校）
R6年度：実績：1,836名（25校1団体） 

見込：1,836名（25校2団体）
R7年度：（予約）1,772（15校）

宿泊施設

宿泊施設



施設内観

◎ 内海・沼隈まるごと体験！！

安全対策について
【本部宿】常石ハーバーホテル
民泊家庭が集中する内海町まで車で15分のため，緊急時も安心です。
万が一の場合も，内海町まで陸続きのため，
救急車等も搬送可能。

沼隈町及び周辺地域
（鞆町・熊野町・藤江町・金江町含む）

受入家庭数 約24軒
※2024年12月現在

内海町
受入家庭数 約20軒
※2024年12月現在

金江



内海・沼隈町には，澄みきった空，山や森から海に続く豊かな自然・心豊かな田舎の暮らしがあります。
お客さまとしてではなく，家族の一員として迎え，親子や家族と居る当たり前にあるべき，人と人との関係を確認
できる機会にしてほしいと願っています。
地域食材でつくる田舎料理を学び，家族の団らんを味わい，生活が全く異なる体験をすることから，自らの生活
や家庭，生き方を省みる機会となってほしいと考えています。

「みんぱく通信」を発行し，さ らなる受入家庭の募集や，
定着を図っています。

一人でも多くの中学生・高校生に田舎での体験と交流を
提供していきたいと考えています。

◎ 内海・沼隈まるごと体験！！

民泊体験について



◎ 内海・沼隈まるごと体験！！

おすすめプログラム

海に生きる漁師と一緒に船に乗って，勇壮な漁を体験！

大きな網を水深数十メートルの海底まで入れ船を移動させ引き回す漁法

船上での漁師との交流により「生きる力」を養うことができます

【教育効果】

①命の大切さを学ぶ ②環境保全への関心を高める ③生きる力を育む

（受入可能人数：50名 実施時期：通年）

網引きから魚の選別まで，漁師と一緒にまるごと体験！

垣綱という長い網に魚がぶつかり主網の中に入った魚を網ごと引き揚げる漁法

引き揚げ作業や魚の選別作業を行います

【教育効果】

①命の大切さを学ぶ ②環境保全への関心を高める ③生きる力を育む

（受入可能人数：50名 実施時期：①10月下旬～2月下旬 ②3月下旬～5月下旬）

心地良い潮風と穏やかな瀬戸内海を行く爽快感を！

穏やかな瀬戸内海でシーカヤックを楽しみながら名所を巡ります。

インストラクターの助言で仲間との意思疎通を図ることでコミュニケーション能力を

身に付けます

【教育効果】①チームワークやコミュニケーション能力向上 ②自主性達成感を育む

（受入可能人数：60名 実施時期：3月～11月）

底曳網漁体験

定置網漁体験

シーカヤック体験

◆生徒の声
底曳網漁でとれた魚がとてもおいしかった

◆生徒の感想
水がかかっても楽しかった！



沼隈町・内海町の魅力・課題 SDGs探求学習テーマ

課題

①空き家・耕作放棄地の増加
少子高齢化に伴い，沼隈町・内海町の人口は年々減少し，空き家や耕作放棄地が増加しています。
また，耕作放棄地の害虫の増加，鳥獣による被害の拡大など住民の生活環境を悪くしています。

②子どもの減少
当地は里山や海が近く自然に触れながら子育てができる素晴らしい環境ですが，少子高齢化が進んでいます。

③一次産業の後継者の不足
沼隈町ではぶどう栽培，内海町では漁業に取り組んでいますが，漁獲量の減少，自然の影響による収入の不安定さや重労働などから，
若い後継者が不足しています。今後，一次産業の魅力や食のおいしさを情報発信し，若者世代の理解が深まることが重要です。

①魚や海苔など海の幸が美味しい
内海町の海苔は色艶が良くて大変香ばしく，高品質で，広島県内で生産量は１番！
漁家も多く，春から秋にかけて瀬戸内の穏やかな海で定置網漁や底曳網漁が体験できます。獲れた魚は，豊かな瀬戸内海で育まれて脂
がのっており，お店や民泊先でとても美味しく食べられます。

②瀬戸内海の多島美を望む切石山と内海大橋,鞆の浦
切石山からは，遠くは愛媛県までも眺められ，行き交う船，浮かぶ島々は絶景です。
大きくカーブする内海大橋(全長832ｍ)は，本土と内海町を結び，瀬戸内のアクセントになっています。また,古くから潮待ちの港とし
て栄えた鞆の浦には多くの歴史文化が遺っています。

③穏やかで豊かな自然がいっぱい
瀬戸内の穏やかな海では，クルージング・シーカヤック・釣りなどのマリンアクティビティや漁業体験など魅力いっぱいの体験が
揃っています。

魅力

新学習指導要領の改訂で従来からの「生きる力を育む」に加えて「主体性・対話的で深い学び」の視点から特別
教育活動，とりわけ修学旅行等で，その実現に向けての期待が高まります。主体的に事前・事後学習を行うこと
に加え，現場での対話的な体験学習により狙いの深い学びとなります。旅行先での学習のテーマは地域事情に合
致したものでなくてはなりません。地域の魅力と課題を示すことにより主体的なテーマの選択が可能となります。



海の環境を考える 漁場再生：海底ゴミの回収プログラム
―福山市内海町・沼隈町 SDGｓ探究学習プログラムー

〇体験プログラムの流れと課題探求の
手順
① 開始（自己紹介・体調確認・安全対策）
② インストラクターによる概要説明
③ どのようなゴミがあるか海の状況につい
て理解する
④ 作業内容について理解する
⑤ 実体験から労働の大変さとやりがいを理
解する
⑥ 未来に向かって必要な産業であるのか考
える
⑦ どんな課題が存在しているのか考える
⑧ 課題解決の障害はあるのか考える
⑨ 課題解決策を考え議論する
⑩ まとめの会（体調確認・感想発表）

〇体験プログラムの教育効果
① 瀬戸内海の気象的地形の特徴を理解する
② 地球温暖化の自然環境に対する影響について学ぶ
③ 労働の尊さや価値とやりがいについて学ぶ
④ 食文化・過疎高齢化等日本の社会問題を理解する
⑤ 情報を整理し自分事として考え議論する
⑥ 設問をグループで考えるチームビルディング
⑦ 達成感、爽快感、充実感を体感する

〇プログラムから伝えたいこと
① やりがいのある仕事や社会貢献について考える
② 環境問題への関心を高めることで日常生活を改めるきっかけを作る
③ 社会の一員として生きる力を養う

〇服装・装備・準備物
帽子・長袖シャツ・長ズボン・運動靴・タオル・軍手・水分

〇受入人数 ５０名 〇所要時間 ３時間 〇実施時期 通年

〇体験プログラムのねらい
瀬戸内海の漁場では，プラスチックごみなど自然分解が困難なゴミの漂流堆積により海洋汚染が進むとともに，漁業は少子高齢化による後継者不足の課題があります。海
洋汚染防止の意識を高め「使用し，捨てる」を繰り返してきた日常生活を見直すきっかけとし，内海町の特性に適した働き甲斐のある漁業について考えます。

ＳＤＧｓを目指して行動変容に繋げたい事柄

養殖された内海町カキ小町

底曳網漁で上げられた網に
は

１度にこんなに多くのゴミ
が

引き揚げられた大量の海底ゴ
ミ



未来の漁業を考えよう カキ養殖による産業づくりについて
―福山市内海町・沼隈町 SDGｓ探究学習プログラムー

〇体験プログラムの流れと課題探求の
手順
① 開始（自己紹介・体調確認・安全対策）
② 牡蠣養殖の適地条件と概要を理解する
③ 内海町の海の状況について理解する
④ 牡蠣養殖にどんな作業があるのか理解す
る
⑤ 実体験から労働の大変さとやりがいを理
解する
⑥ 未来に向かって必要な産業であるのか考
える
⑦ どんな課題が存在しているのか考える
⑧ 課題解決の障害はあるのか考える
⑨ 課題解決策を考え議論する
⑩ まとめの会（体調確認・感想発表）

〇体験プログラムの教育効果
① 瀬戸内海の気象的地形の特徴を理解する
② 地球温暖化の自然環境に対する影響について学ぶ
③ 労働の尊さや価値とやりがいについて学ぶ
④ 食文化・過疎高齢化等日本の社会問題を理解する
⑤ 情報を整理し自分事として考え議論する
⑥ 設問をグループで考えるチームビルディング
⑦ 達成感、爽快感、充実感を体感する

〇プログラムから伝えたいこと
① 仕事は大変だがやりがいがあり社会貢献になる
② 牡蠣養殖するための海の状況を救うため一人ひとりが行動する
③ 社会の一員として生きる力を養う

〇服装・装備・準備物
帽子・長袖シャツ・長ズボン・運動靴・タオル・ゴム手袋・水分

〇受入人数 ３０名 〇所要時間 ３時間 〇実施時期 通年

〇体験プログラムのねらい
福山市内海町の海は穏やかでプランクトンが多く生殖しており牡蠣養殖に適した条件がそろっています。牡蠣養殖産業は近年の食文化の変化や少子高齢化で後継者不足に
あります。現場体験と生産者から情報収集し課題解決を考え、自らが何ができるか考える。

ＳＤＧｓを目指して行動変容に繋げたい事柄

海に設置されたカキ筏

カキセンター作業風景

養殖された内海町カキ小町

水揚げされた牡
蠣



未来の海を考える 海のゴミを宝に変えるアップサイクル
―福山市内海町・沼隈町 SDGｓ探究学習プログラムー

〇体験プログラムの流れと課題探求の手順
① 開始（自己紹介・体調確認・安全対策）
② 海岸で自分が工作に使うシーグラスや海洋プラスチッ
クを拾う
③ 何故浜辺に海ゴミが漂着しているのか考える
④ 瀬戸内海 内海町の海の状況について理解する
⑤ 屋内で講師からシーグラスペンの作り方を説明
⑥ 自分で拾った漂着物を使ってそれぞれが制作
⑦ どんな課題が存在するのか考える
⑧ 課題解決策を考え議論する
⑨ 未来に向かって必要な行動を考える
⑩ まとめの会（体調確認・感想発表）

〇体験プログラムの教育効果
①瀬戸内海の気象的地形の特徴を理解する
②海ゴミの自然環境・地域に対する影響について学ぶ
③海洋環境汚染と社会とのつながりを理解する
④アップサイクルの尊さや価値とやりがいについて学ぶ
⑤ 情報を整理し自分事として考え議論する
⑥ 設問をグループで考えるチームビルディング
⑦ 達成感、爽快感、充実感を体感する

〇プログラムから伝えたいこと
① 海洋環境問題から持続可能な暮らしについて考える
② 海の状況を救うため一人ひとりが行動する
③ 社会の一員として生きる力を養う

〇服装・装備・準備物
帽子・長袖シャツ・長ズボン・運動靴・タオル・ゴム手袋・水分

〇受入人数 30名 〇所要時間 ３時間 〇実施時期 通年

〇体験プログラムのねらい
瀬戸内海では、プラスチックごみなど自然分解が困難なゴミの漂流堆積により海洋汚染が進むとともに、内海町の歴史ある漁場を悪化させています。美しい内海町の自然
を感じながら、海洋汚染防止の意識を高め「使用し、捨てる」を繰り返してきた日常生活を見直すきっかけとし、自ら何ができるか考える。

ＳＤＧｓを目指して行動変容に繋げたい事柄

海に設置されたカキ筏

カキセンター作業風景

水揚げされた牡
蠣

豊かな海を守るために作ったシ―グラスペ
ン



本部宿舎

◆ 部屋タイプ（全洋室） 定員（47名）
39シングル 4ツイン。

※日曜日は昼夕食の提供を行っておりません。

◆ 予約システム
民泊予約時にベイエリアへ予約希望の有無，人数等をお知らせ下さい。
詳細は当協議会から追ってご連絡致します。

全受入家庭まで約15分圏内なので先生も安心！

常石ハーバーホテル

教
職
員
様
特
別
メ
ニ
ュ
ー

～
お
品
書
き
～
（季
節
に
よ
って
変
更
あ
り
）

・小
鉢
三
種

ネ
ブ
ト
南
蛮
漬
け

 

ゴ
マ
豆
腐

 

水
菜
お
浸
し

・造
里

瀬
戸
内
活
鮮
三
種

・焼
物

鰆
子
柚
庵
焼
き

・煮
物

尾
道
豚
角
煮

・揚
物

瀬
戸
内
産
穴
子
と
蛸
の
天
婦
羅

・蒸
物

冷
製
茶
碗
蒸
し

・食
事

じ
ゃ
こ
飯

・香
物

広
島
菜
漬
け

・止
椀

尾
道
産
浅
利
み
そ
汁

・水
物

沼
隈
牛
乳
の
バ
ニ
ラ
ア
イ
ス

〒720-0313 広島県福山市沼隈町常石1284-3
TEL：084-987-2116 FAX：084-987-2960
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移転して名称・料金変更予定



定員（250名）
◆部屋タイプ（全洋室） 定員（250名）

オールシングル

※朝食は「和定食」「和洋ビュッフェ」からお選びいただきます。

宿泊部屋イメージ

本部宿舎福山ニューキャッスルホテル 〒720‐0066 広島県福山市三之丸町8-16
TEL:084-922-2121  FAX:084-923-6813

和食堂「鞆の浦」夕食イメージ

和食堂「鞆の浦」朝食イメージ ビュッフェレストラン「クレール」朝食イメージ

本部宿舎



◆ 部屋タイプ    （定員107名）
【本館】和室10畳 8室（部屋風呂あり）

 和室10畳 4室（露店風呂付き）
【別館】和室8畳（ツイン） 10室（部屋風呂なし）

 和室16畳（8名まで）  1室（部屋風呂なし）
 和室8畳 3室（露店風呂付き）

※送迎なし
※別途入湯税150円/名 手配可能時期：約6か月前

本部宿舎景勝館 漣亭(Keishokan Sazanamitei)
〒720-0201 広島県福山市鞆町鞆421番地

TEL：084-982-2121 FAX：084-982-0155

一般社団法人広島県観光連盟  

経営企画・マーケティング事業部  

プロデューサー  中 野  隆 治 
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